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特特集集
▽
地
形
を
知
る
…
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
は
、
河
川
が
大
雨
に
よ

っ
て
氾
濫
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ

る
浸
水
状
況
を
示
し
た
「
浸
水
想

定
区
域
図
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
や

周
辺
地
域
で
想
定
さ
れ
る
浸
水
深

（
浸
水
の
深
さ
）
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▽
避
難
所
の
確
認
…
自
分
の
家
か

ら
近
い
避
難
所
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
所
ま
で

の
経
路
を
、
実
際
に
歩
い
て
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
経
路
を
確

認
す
る
際
は
、
地
盤
が
低
い
場
所

や
過
去
に
浸
水
し
た
実
績
の
あ
る

区
域
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
治
水

課
（
本
庁
舎
３
階
）、危
機
管
理
課

（
第
二
庁
舎
２
階
）
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
下
記

の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
「
気
象
庁
で

は
、
○
○
に
関
す
る
（
気
象
）
情

報
を
出
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
流
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
警
報

や
注
意
報
に
先
立
っ
て
注
意
・
警

戒
を
呼
び
か
け
る
「
気
象
情
報
」

で
す
。
天
気
予
報
や
気
象
情
報
か

ら
台
風
や
雨
雲
の
動
き
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
早
期
に
避
難
準
備
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
象
情

報
は
市
が
防
災
行
政
無
線
や
越
谷

ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル
で
発
信
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。「
ま
だ
警
報
は

出
て
い
な
い
し
…
」と
油
断
せ
ず
、

早
め
に
避
難
準
備
が
で
き
る
よ
う

に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
そ

の
被
害
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た

め
に
は
、「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
知
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
自
助
」
は
自
分
自
身
の
命
を

守
る
た
め
に
、
個
人
や
家
庭
で
で

き
る
備
え
の
こ
と
で
す
。
天
気
予

報
の
確
認
や
避
難
所
の
確
認
、
非

常
用
持
ち
出
し
袋
の
準
備
、食
料
・

水
・
ト
イ
レ
用
品
の
備
蓄
な
ど
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

「
共
助
」
は
自
治
会
や
学
校
区

な
ど
の
顔
の
見
え
る
範
囲
内
に
お

け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
災
害

に
備
え
る
こ
と
、
災
害
発
生
時
に

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

「
公
助
」は
公
的
機
関
が
行
う
、

人
命
救
助
や
物
資
の
支
給
な
ど
の

こ
と
で
す
。
災
害
の
規
模
に
よ
っ

て
は
、
公
助
を
開
始
す
る
ま
で
に

３
日
〜
１
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
。

越
谷
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
配
信
す

る
越
谷
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル
で
は
、

避
難
情
報
や
避
難
所
の
開
設
情

報
、防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
、

不
審
者
情
報
の
ほ
か
イ
ベ
ン
ト
の

案
内
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す

（
配
信
内
容
は
選
択
で
き
ま
す
）。

利
用
に
は
登
録
が
必

要
で
す
。
下
記
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

登
録
く
だ
さ
い
（
登

録
無
料
、
通
信
料
は
別
途
）。

越
谷
市
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・

緊
急
速
報
メ
ー
ル

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
、
河
川

の
氾
濫
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
、

配
信
時
に
市
内
に
い
る
方
の
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
配
信

さ
れ
ま
す
。

＊
機
種
に
よ
り
受
信
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下

記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

こ
の
ほ
か
市
で
は
、
防
災
行
政

無
線
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
活
用

し
必
要
に
応
じ
て
災
害
情
報
を
配

信
し
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
Ｕ

Ｄ
）
と
は
、
障
が
い
の
有
無
や
年

齢
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
す
る

考
え
方
の
こ
と
で
す
。
今
号
の
特

集
「
も
し
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜
大
雨

編
〜
」
で
は
、
試
行
的
に
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採

用
し
、
さ
ら
に
ほ
か
の
記
事
よ
り

も
文
字
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、

読
み
や
す
さ
、
分
か
り
や
す
さ
を

向
上
さ
せ
ま
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
と
は

従
来
の
書
体
の
よ
う
に
正
し
い

画
数
や
字
形
は
保
ち
つ
つ
、「
文

字
の
形
が
分
か
り
や
す
い
こ
と
」

に
配
慮
し
て
制
作
さ
れ
た
書
体
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
濁
点
と
半
濁

点
、「
３
」
と
「
８
」
な
ど
を
読

み
や
す
く
す
る
た
め
、
線
の
間
隔

も
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
広
報
広
聴
課
�
９
６
３
�
９
１

１
７

大雨が発生したときに、自分
の家に危険になる設備などがな
いか確認しておきましょう。
チェックリスト
�雨どいに落ち葉や土砂が詰ま
っていない
�雨戸にがたつきやゆるみがな
い
�側溝や集水口にごみや土砂、
落ち葉、ビニール袋が詰まっ
ていない
�屋根の瓦にひび、割れ、ずれ
がない。または、トタンのめ
くれ、はがれ等がない
�ベランダに鉢植えや物干し竿
など飛散の危険が高いものが
出ていない

〈過去のcityメール配信例〉
件名：台風２６号に伴う避難所開

設のお知らせ
本文：台風２６号の影響により、
市内各所で道路冠水、床下浸
水等が発生しています。
以下の施設に避難所を開設

しましたので、避難を必要と
する方はご利用ください。
なお、風雨が強い状況が続

いていますので、自宅で安全
に待機できる方は、無理な外
出は控えてください。

・桜井地区センター（下間久里
７９２―１）
・新方地区センター（大吉４７０
―１）

・宮本小学校体育館（宮本町５
―８５）

・大間野小学校体育館（大間野
町２―１１５）

・富士中学校体育館（七左町２
―８５）
（平成２５年１０月１６日配信）

広
報
こ
し
が
や
季
刊
版
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン（
Ｕ
Ｄ
）を
試
行
的
に
導
入
し
ま
す

もも
しし
もも
ママ
ニニ
ュュ
アア
ルル

〜「
も
し
も
」
の
た
め
の
「
い
つ
も
」
の
備
え
〜

3
天
気
予
報
や

気
象
情
報
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

1
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

６
月
〜
１０
月
は
、
梅
雨
前
線
や
台
風
の
活
動
が
活
発
に
な
る

時
期
で
す
。
過
去
に
は
市
内
で
も
、
局
地
的
な
大
雨
や
、
台
風

に
よ
る
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
大
雨
に

よ
る
被
害
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
個
人
や
各
家
庭
で
で
き

る
こ
と
、
地
域
で
協
力
し
て
で
き
る
こ
と
を
「
も
し
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
と
し
て
ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
９
６
３
�
９
２
８
５

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

を
意
識
し
た
防
災
対
策

▲市の職員が毎月行っている水防パトロールの様子。ポンプなどの施設の状
態を日頃からチェックし、大雨の際に正常に稼動するよう努めています

4
災
害
情
報
を

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
ま
し
ょ
う 越谷市

洪水ハザードマップ

2 自分の家の設備などを
確確認認ししままししょょうう

もしもマニュアル①
ふだんからできる
大雨への備え
大雨に限らず、災害への一番の対策は「日頃
から災害を想定し、備えておく」ことです。い
ざというときに自分や家族の身を守るために、
ふだんからできることを考えてみましょう。

洪水に対する備えがまとめられています

明朝

ぽ
が
3

れい

UD黎ミン

ぽ
が
３

濁
点
・
半
濁
点
が
小
さ
い

濁
点
・
半
濁
点
が
大
き
い

空きが小さい 空きが大きい

４ページ～９ページでは、見やすく読みやすい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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台台
風風
上上
陸陸注注意意

�
気
象
情
報
・
台
風
の
ル
ー
ト
な

ど
を
確
認

�

�
水
防
関
係
課
に
よ
る
対
策
会
議

�

�
防
災
行
政
無
線
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
越
谷
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル

で
防
災
情
報（
大
雨
・
台
風
な

ど
）を
配
信

�
水
防
担
当
課
の
職
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
開
始�

警
戒
レ
ベ
ル
３
相
当
・

大
雨
・
洪
水
警
報
発
令

�

�
河
川
水
位
等
の
確
認

パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

�

�
避
難
所
開
設
の
準
備

�

警警
戒戒
レレ
ベベ
ルル
４４
相相
当当
・・

氾氾
濫濫
危危
険険
情情
報報
発発
表表

�

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
越
谷
ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
メ
ー
ル
等
で
の
情
報
配
信

�

�
必
要
に
応
じ
て
避
難
情
報
を
発

令
＊
活
動
内
容
は
一
例
で
す

水
害
の
防
災
情
報
の

伝
え
方
が
変
わ
り
ま
す

従
来
、
市
町
村
が
発
令
し
て
い

る
水
害
の
避
難
勧
告
等
の
情
報
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め

に
、
今
年
の
６
月
か
ら
下
記
の
表

の
と
お
り
、
内
閣
府
・
消
防
庁
が

定
め
る
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
を

用
い
た
発
令
方
法
に
変
わ
り
ま
し

た
。例

え
ば
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

越
谷
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル
の
ほ
か
、

テ
レ
ビ
埼
玉
の
デ
ー
タ
放
送
等
で

「
○
○
地
区
に
洪
水
に
関
す
る
警

戒
レ
ベ
ル
４
、
避
難
勧
告
を
発
令

し
ま
し
た
」
な
ど
と
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
た
、
気
象
庁
等
も
５
段
階
の

警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情
報
で
防
災
気

象
情
報
を
発
表
し
ま
す
が
、
必
ず

し
も
防
災
気
象
情
報
と
同
じ
レ
ベ

ル
の
避
難
情
報
が
同
時
に
発
令
さ

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防

災
気
象
情
報
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
避
難
情
報
を
聞
き
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
気
象
情
報
に
つ
い
て

防
災
気
象
情
報
と
は
、
気
象
庁

か
ら
発
表
さ
れ
る
大
雨
、
洪
水
、

暴
風
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
の
こ
と
で
す
。

越
谷
市
は
、
埼
玉
県
南
東
部
に

該
当
し
、「
埼
玉
県
南
東
部
に
大

雨
注
意
報
」「
埼
玉
県
南
東
部
に

大
雨
警
報
」
と
い
う
よ
う
に
発
表

さ
れ
る
ほ
か
、
各
市
町
村
単
位
で

も
発
表
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

防
災
気
象
情
報
や
、
今
後
の
降
雨

予
想
、
河
川
の
水
位
状
況
、
警
戒

レ
ベ
ル
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、

必
要
に
応
じ
て
避
難
情
報
を
発
令

し
ま
す
。

�
天
気
予
報
で
自
分
の
住
む
地
域

に
台
風
が
い
つ
上
陸
す
る
か
確

認
�
災
害
へ
の
心
構
え
を
高
め
る

�

�
防
災
行
政
無
線
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
越
谷
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
メ
ー
ル

で
防
災
情
報
を
確
認

�
避
難
す
る
と
き
の
持
ち
出
し
品

に
足
り
な
い
も
の
が
な
い
か
確

認

�

警
戒
レ
ベ
ル
３

避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始

�

�
動
き
が
制
限
さ
れ
る
人
、
河
川

の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
避

難
を
開
始
す
る�

警警
戒戒
レレ
ベベ
ルル
４４

避避
難難
勧勧
告告
、、

避避
難難
指指
示示（（
緊緊
急急
））

�

�
市
か
ら
発
信
さ
れ
る
避
難
情
報

に
従
っ
て
避
難
す
る

防
災
行
政
無
線
や
越
谷
ｃ
ｉ

ｔ
ｙ
メ
ー
ル
か
ら
の
情
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

大雨のときに河川や用水路に
近づくことは大変危険です。川や用水
路の様子を見に行かないようにしまし
ょう。市ホームページから、各河川の
水位をリアルタイムで公開する県ホー
ムページが閲覧できます。

�
市
役
所
か
ら
避
難
情
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
や
消
防
署
か
ら
避

難
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
避
難
し
ま
し

ょ
う

�
火
の
始
末
、
戸
締
り
を
確
実
に

行
い
ま
し
ょ
う

�
避
難
す
る
と
き
は
、
動
き
や
す

い
服
装
で
、
２
人
以
上
で
の
行

動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
裸
足

や
長
靴
は
や
め
、
履
物
は
、
運

動
靴
な
ど
し
っ
か
り
履
け
る
脱

げ
に
く
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う

�
自
動
車
で
の
避
難
は
緊
急
車
両

の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、

特
別
の
場
合
を
除
き
、
控
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

�
道
路
が
冠
水
し
て
い
る
場
合
、

歩
け
る
水
の
深
さ
は
、
流
れ
の

速
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
お
お

む
ね
男
性
で
７０
㌢
、
女
性
で
５０

㌢
で
す
。
水
深
が
ひ
ざ
上
ま
で

あ
る
場
合
は
、
無
理
に
外
に
避

難
し
よ
う
と
せ
ず
、
２
階
以
上

の
高
い
と
こ
ろ
に
垂
直
避
難
を

し
ま
し
ょ
う

�
冠
水
時
は
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝

が
危
険
で
す
。
長
い
棒
な
ど
を

杖
が
わ
り
に
し
て
安
全
を
確
認

し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う

�
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
妊
婦
な
ど
、

動
き
が
制
限
さ
れ
る
人
は
、
早

め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

�
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
避
難
は
危

険
で
す
。
夜
に
大
雨
が
予
想
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
明
る
い
う

ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

災害に備えて、
利用方法を事前
に確認しておき
ましょう

担当内容
河川・排水路に
関すること
公共下水道・汚
水に関すること

道路冠水・浸水
に関すること

倒木に関すること
農業用水路に関
すること
防災全般に関す
ること

連絡先

�963-9203

�963-9206

�963-9201
�963-9202
�963-9225

�963-9193

�963-9285

担当課

治 水 課

下 水 道 課

道路総務課

道路建設課

公園緑地課

農業振興課

危機管理課

避難情報等

災害発生情報※１

※１ 災害が実際に発生し
ていることを把握した場
合に、可能な範囲で発令
（市町村が発令）

避難勧告
避難指示（緊急）※２

※２ 地域の状況に応じて
緊急的または重ねて避難
を促す場合等に発令
（市町村が発令）

避難準備・
高齢者等避難開始
（市町村が発令）

洪水注意報
大雨注意報等
（気象庁が発表）

早期注意情報
（気象庁が発表）

避難行動等

すでに災害が発生している状況
です。
命を守るための最善の行動をと
りましょう。

速やかに避難先へ避難しましょ
う。
公的な避難場所までの移動が危
険と思われる場合は、近くの安
全な場所や、自宅内のより安全
な場所に避難しましょう。

避難に時間を要する人（高齢者、
障がい者、乳幼児等）とその支
援者は避難をしましょう。その
他の人は、避難の準備を整えま
しょう。

避難に備え、ハザードマップ等
により、みずからの避避難難行行動動をを
確確認認しましょう。

災害への心構えを高めましょ
う。

警戒レベル

警戒レベル
５

警戒レベル
４

全全員員避避難難

警戒レベル
３

高高齢齢者者等等はは
避避難難

警戒レベル
２

警戒レベル
１

▼警戒レベル別の避難行動と避難情報

もしもマニュアル②
避難シミュレーション
（大雨編）

台風が越谷市を通過すると想定
し、避難場所に着くまでの動きと避
難するときの注意点を紹介します。

越
谷
市
の
動
き

市
民
の
動
き

▼市役所の水防関係課一覧

＊各種の情報は、警戒レベル１～５の順番で発表されるとは限りません。状況が
急変することもあります

避
難
す
る
と
き
の

注
意
点

災害用伝言ダイヤル
１７１の活用

NTTが提供する災害用伝言ダイヤ
ルを活用すると、離れている家族の安
否確認をすることができます。
災害発生時に、被災地への通話がつ
ながりにくい状況になった場合に利用
できる、声の伝言板です。
〈体験利用提供日〉
①毎月１日・１５日 ②年始（１月１日
～３日） ③防災週間（８月３０日～９
月５日） ④防災とボランティア週間
（１月１５日～２１日）。時間は①②は終
日、③④は午前９時～午後５時

〈使い方〉
①局番なしの「１７１」へダイヤルする
②流れるガイダンスに沿って、伝言を
録音する場合は電話の「１」を、再
生する場合は「２」を押す
③連絡を取りたい電話番号を入力し、
伝言を吹き込む／再生する
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避難用具
�携帯ラジオ
�懐中電灯
�乾電池
貴重品類
�現金
�預金通帳、印鑑
�健康保険証
非常食品
�乾パン、缶詰
�栄養補助食品
�ドライフーズ
�飲料水
�プラスチックまたは紙の
皿、コップ
�割り箸

□缶切り、栓抜き
応急薬品
�ばんそうこう
�傷薬、胃腸薬
�目薬、消毒薬
�解熱剤
�常備薬
その他の生活用品
�下着、上着、靴下等
�軍手、タオル
�ティッシュペーパー
�ウェットティッシュ
�雨具
�ビニール袋
�生理用品
�歯ブラシ

―
今
回
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
は
、
昭
和
５７
年
に
発
生
し
た

大
雨
お
よ
び
新
方
川
の
氾
濫
に
よ

る
浸
水
を
経
験
し
ま
し
た
。
当
時

の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

助
川
さ
ん

昭
和
５７
年
の
９
月
１２

日
の
お
昼
に
、
大
雨
が
降
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
近
く
を
流
れ

て
い
る
新
方
川
が
氾
濫
し
、
自
治

会
内
の
一
部
の
住
宅
が
浸
水
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん

当
時
は
住
宅
の
１
階

部
分
が
浸
水
し
た
た
め
、
大
急
ぎ

で
家
具
な
ど
を
２
階
へ
避
難
さ
せ

た
人
も
い
ま
し
た
。

菅
沼
さ
ん

次
の
日
も
水
が
引
か

な
か
っ
た
の
で
、
家
か
ら
出
ら
れ

な
い
世
帯
に
対
し
て
、
被
害
に
遭

わ
な
か
っ
た
人
た
ち
に
炊
き
出
し

を
し
て
も
ら
い
、
消
防
署
か
ら
借

り
た
救
助
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
洪

水
の
中
各
世
帯
に
お
に
ぎ
り
を
配

り
ま
し
た
。

関
口
さ
ん

浸
水
被
害
を
受
け
た

家
は
水
が
引
い
た
後
も
数
日
は
電

気
が
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、

１
階
が
浸
水
し
た
た
め
に
２
階
か

ら
出
ら
れ
な
い
ご
家
庭
も
あ
り
ま

し
た
。

中
野
さ
ん

私
は
当
時
、
庭
に
バ

イ
ク
を
置
い
て
い
た
の
で
す
が
、

エ
ン
ジ
ン
部
分
ま
で
水
に
浸
か
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、そ
の
バ
イ
ク
も

だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
現
在
、
地
域
で
は
ど
の
よ
う
な

大
雨
対
策
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

川
村
さ
ん

被
害
の
あ
っ
た
地
域

は
、
川
が
近
く
に
あ
り
、
土
地
も

低
い
た
め
、
自
治
会
内
の
希
望
世

帯
に
土
の
う
袋
を
配
り
、
自
治
会

館
に
も
常
備
し
て
い
ま
す
。
備
蓄

品
に
つ
い
て
は
、
各
世
帯
で
３
日

分
の
備
蓄
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

助
川
さ
ん

５７
年
の
浸
水
被
害
後

に
は
、
大
雨
の
と
き
に
溜
ま
っ
て

し
ま
う
水
を
川
に
排
水
す
る
た
め

に
、
地
区
内
に
ポ
ン
プ
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

関
口
さ
ん

ポ
ン
プ
が
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
地
区
内
で
大
雨
が
降

っ
た
と
き
も
、以
前
よ
り
被
害
が
抑

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん

た
だ
、
最
近
で
は
平

成
２７
年
度
に
大
雨
が
降
り
、
床
下

浸
水
の
被
害
を
受
け
た
家
も
あ
る

た
め
、
行
政
と
も
協
力
し
て
、
引

き
続
き
大
雨
対
策
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

―
地
域
で
の
防
災
で
、
大
切
だ
と

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

中
野
さ
ん

過
去
に
被
害
に
遭
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
当
時
の
こ

と
が
強
烈
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。逆
に
被
害
経
験
の
な
い
人
は
、

ピ
ン
と
来
な
い
か
ら
、
地
域
で
の

避
難
訓
練
な
ど
に
も
出
て
こ
な
か

っ
た
り
し
ま
す
。

菅
沼
さ
ん

災
害
に
直
面
し
た
と

き
、
初
め
て
経
験
す
る
人
は
、
当

然
動
揺
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
、

ど
ん
な
行
動
を
取
れ
ば
よ
い
か
、

と
っ
さ
に
判
断
が
で
き
な
い
と
思

い
ま
す
。

川
村
さ
ん

そ
の
よ
う
な
と
き

に
、近
所
の
人
た
ち
で
協
力
し
合
え

る
よ
う
な
、さ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ

ら
れ
る
よ
う
な
住
民
た
ち
の
距
離

の
近
い
安
心
安
全
な
自
治
会
に
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
大
里
東
自
治
会
の
皆
さ
ん

右
か
ら
、
川
村
耕
治
会
長
、
中

野
悟
さ
ん
、
助
川
成
利
さ
ん
、

佐
野
栄
さ
ん
、
関
口
昭
さ
ん
、

菅
沼
敏
夫
さ
ん

非
常
持
ち
出
し
袋
の
重
さ
の
目

安
は
、
男
性
で
１５
㌔
㌘
、
女
性

で
１０
㌔
㌘
で
す
。

非常食品
�乾パン等
�缶詰やレトルトのおか
ず
�アルファ米
�ドライフーズ、インス
タント食品
�チョコレート、あめなど
�栄養補助食品
�調味料
�飲料水
（１日１人３㍑目安）

その他生活用品
�生活用水
�毛布、寝袋
�洗面用具
�ポリ容器、バケツ
�乾電池
�トイレットペーパー
�ろうそく
�ＬＥＤランタン
�ドライシャンプー
�新聞紙、ビニールシー
ト（燃料、防寒、敷物、
雨よけ）

�ロープ、バール、スコ
ップ
�布製ガムテープ（整理、
止血、ガラスの補修）
�キッチン用ラップ（止
血、汚れた皿にかぶせ
る）
�自転車
�卓上コンロ、固形燃料、
予備のガスボンベ
�簡易トイレ
�携帯電話の充電器
（電池式）

乳
幼
児
の
い
る
家
庭

�
粉
ミ
ル
ク

�
ほ
乳
び
ん

�
離
乳
食

�
ス
プ
ー
ン

�
お
む
つ

�
バ
ス
タ
オ
ル

�
母
子
健
康
手
帳

妊
婦
の
い
る
家
庭

�
脱
脂
綿

�
ガ
ー
ゼ

�
サ
ラ
シ

�
Ｔ
字
帯

�
新
生
児
用
品

�
母
子
健
康
手
帳

介
護
者
の
い
る
家
庭

�
着
替
え

�
お
む
つ

�
障
害
者
手
帳

�
常
備
薬

�
お
薬
手
帳

地
域
で
活
用

市
の
支
援

�
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
と
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
自
治
会
ご
と
に
団

結
し
て
自
発
的
に
応
急
活
動
を

行
う
た
め
の
組
織
で
す
。

市
に
届
け
出
て
い
る
自
主
防

災
組
織
に
対
し
て
は
、
防
災
備

蓄
倉
庫
の
設
置
と
、
備
蓄
資
器

材
（
発
電
機
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な

ど
）、
防
災
資
器
材
（
食
料
、

水
、
ト
イ
レ
な
ど
）
の
購
入
や

防
災
訓
練
等
の
活
動
費
に
つ
い

て
、
市
の
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課
�
９
６
３
�
９

２
８
５

�
出
張
講
座

市
職
員
が
会
場
へ
赴
き
、
災

害
へ
の
備
え
や
越
谷
市
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
講
義
し
ま
す
。

対
象
は
市
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
１０
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
活
動
支
援
課
�
９
６
３

�
９
１
５
３

もしもマニュアル③
持ち出し品
チェックリスト
万が一に備えて、家庭で
は次のようなものをそろえ、定期
的にチェックしておきましょう。

非非常常持持ちち出出しし袋袋
避難する際に持ち出す最小限の必需品を、リュックサックなどに入

れた持ちやすい状態で準備しておきましょう。

もしもマニュアル④
地域で行う
大雨対策
過去に大雨洪水被害を経験し、現在は地
域ぐるみで防災対策を進めている大里東自
治会のみなさんにお話を伺いました。

そそ
のの
他他
、、
該該
当当
者者
がが
いい
るる

家家
庭庭
別別
にに
用用
意意
しし
てて
おお
きき

たた
いい
もも
のの

非非常常備備蓄蓄品品
災害復旧までの数日間（最低３日間、推奨１週間）のための備蓄品。被害を受けにくく、非常
時でも取り出しやすい場所に保管しておきましょう。

自治会の備品の発電機を点検中

大里東自治会の防災倉庫


